
 

個別報告一覧（A-1）  12 月 10日 A 会場（302 教室） 10:00－12:00 

時間 座 長 発表者 所 属 タイトル 番号 

10:00-

10:20 

伊藤亮司 

（新潟大学） 

藤田正雄 
有機農業参入促

進協議会 

都道府県および有機農業相談窓口の

取り組みにみる有機農業推進の現状

と課題：有機農業参入相談活動アン

ケート調査結果をもとに 

A-1 

10:20-

10:40 
谷口吉光 秋田県立大学 

有機農業「第 4 の波」：日本における

有機農業の展開に関する一仮説 
A-2 

10:40- 

11:00 
近藤和美 中央大学 

提携の可能性と課題：消費者グルー

プの視点から 
A-3 

11:00-

11:20 

大山利男 

(立教大学) 

中塚華奈 大阪商業大学 

有機 JAS 制度の持続可能性に関す

る研究：東京オリパラ調達基準から

の考察 

A-4 

11:20-

11:40 
酒井 徹 秋田県立大学 

有機農業に関する統計データの現状

と収集方法 
A-5 

11:40- 

12:00 
谷口葉子 宮城大学 

有機食品市場データの質的向上と国

際 的 整 合 性 ： ヨ ー ロ ッ パ の

OrMaCode の取り組みより 

A-6 

12:20－14:00 総会（昼食） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

個別報告一覧（A-2）  12 月 10日 A 会場（302 教室） 14:00－15:40 

時間 座 長 発表者 所 属 タイトル 番号 

14:00-

14:20 
岩石真嗣 

（自然農法

国際研究開

発センタ

ー） 

西川芳昭 1) 

根本和洋2) 

冨吉満之3) 

1)龍谷大学 

2)信州大学 

3)久留米大学 

小規模農業の種子供給の持続性 

：エチオピアにおけるテフを事例に 
A-7 

14:20-

14:40 
河合史子 

オーストラリア

国立大学 

野菜の自家採種におけるアクターご

との特性及びアクター間の交流につ

いて：伝統的農家，有機農家，ライ

フスタイル農家の比較から 

A-8 

14:40-

15:00 

尾島一史

(農研機

構・西日本

農業研究

センター) 

 

大和田順子 1) 

高橋直樹 2) 

1)宮城大学事業構

想学研究科 

2)宮城県大崎市 

「農業遺産」による生きもの共生農

業の拡大：日本農業遺産 宮城県大

崎地域認定の経緯から 

A-9 

15:00- 

15:20 

 

金子信博 
横浜国立大学大

学院 

農業における持続可能な生産のため

の指標開発 
A-10 

15:20- 

15:40 日鷹一雅 1) 

嶺田拓也 2) 

1)愛媛大学大学院

2)農研機構・農村

工学研究部門 

農業・農村そして農民の強敵・強害

種たちから学んだこと：侵略的外来

種対策と和製ロザムスデッド 

A-11 

閉 場 

 

  



 

個別報告一覧（B-1） 12 月 10日 B会場（304教室） 10:00－12:00 

時間 座 長 発表者 所 属 タイトル 番号 

10:00- 

10:20 

高橋太一

(農研機

構・中央農

業研究セン

ター) 

園山国光 
NPO鹿児島県有

機農業協会 

草はコンパニオン 畑草が土を肥や

していることを証明する方法の提案 

「二つの星が生かし合って」の立場

から 

B-1 

10:20- 

10:40 斎藤 昭 1) 

酒井 徹 2) 

1)白老有機農業塾 

2)秋田県立大学 

地域自給の向上に向けた有機農業の

取り組み：白老有機農業塾の実践か

ら（2） 

B-2 

10:40-

11:00 

佐藤忠恭 
元・神奈川県農業

技術センター 

都市農地保全を目的とした農地公有

化と非営利組織による利用 

：カナダ・Haliburton Community 

Organic Farm Society を事例とし

て 

B-3 

11:00-

11:20 

高橋 巌 

(日本大学) 

中島紀一 
茨城大学・有機農

業技術会議 

有機農業運動のなかで模索された小

農経営原論の一例：全国愛農会・小

山源吾さんの『共に生きるための農

業』（1986） 

B-4 

11:20-

11:40 飯塚里恵子 
千葉農村地域文

化研究所 

農民文学『橋のない川』にみる農の

姿：有機農業から農の本質を求めて 
B-5 

11:40-

12:00 御手洗悠紀 京都大学大学院 
戦間期ドイツの生改革運動と有機農

業 
B-6 

12:20－14:00 総会（昼食） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

個別報告一覧（B-2）  12 月 10日 B 会場（304 教室） 14:00－15:40 

時間 座 長 発表者 所 属 タイトル 番号 

14:00-

14:20 

新美 洋

（農研機

構・九州沖

縄農業研究

センター） 

竹原利明 

農研機構・西日本

農業研究センタ

ー 

植物の細断同時すき込み機を用いた

土壌消毒等の作業の提案 
B-7 

14:20-

14:40 

稲垣栄洋 1) 

窪田早希子

1) 

西川浩二 1) 

成瀬和子 1) 

瀧川雄一 1) 

長谷川佳菜

2) 

1)静岡大学 

2)横浜植木株式会社 

イタドリ（Fallopia japonica）の表

層施用によるナス病害の抑制効果 
B-8 

14:40-

15:00 

三木孝昭

（自然農法

国際研究開

発センタ

ー） 

 

徐 屹暉 河南科技大学 
日本における農田灌漑管理制度及び

中国への啓示 
B-9 

15:00-

15:20 
三浦重典 

農研機構・中央農

業研究センター 

高能率水田用除草機を活用した水稲

の有機栽培：埼玉県内での現地試験

結果 

B-10 

15:20-

15:40 

岩石真嗣 

阿部大介 

安野博建 

蟹江秀則 

鈴木晃 

榊原健太朗 

自然農法国際研

究開発センター 

知多半島赤黄色土壌での有機稲作の

実践と課題 
B-11 

閉 場 

 


